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施設維持管理の課題解決に向けて
〜包括施設管理業務委託〜

　第２回定例会では、市長から「包括施設管理業務委託」の導入のための補正予算を含ん
だ議案が提出されました。
　包括施設管理業務委託とは、部署ごとや施設ごとに契約をしている施設の維持管理や軽
微な修繕業務について、一括して民間事業者に委託することで、管理の適正化や業務の効
率化を図り、市民サービスの向上を目指すものです。導入施設は、小学校、中学校、保育
所、学童保育施設等で、契約期間は３年間。導入後の効果を検証し、対象施設の拡充の是
非についても検討するとのことです。
　包括施設管理業務委託の概要や、議会でどのような議論が行われたのかをまとめました。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

○包括管理担当課とマネジメント会社が
業務委託契約を締結し、契約を一本化

○横断的調整で管理水準の均質化・維持
向上

○修繕対応の迅速化
○地元企業や職員向けの講習会の実施、

施設関係者との協働事業により地域全
体がスキルアップ

○職員が他の業務に注力することが可能
となり、市民サービス水準が向上

○窓口が施設担当課に分散
○個別・単年度発注により契約多数
○維持管理水準のバラつき
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R3.  6
令和3年度第 3回総務委員会で、他市町村の導入状況や効果等、初めて検討状況についての説明がなさ
れる。

R4.  3
令和3年度第 9回総務企画委員会で、県内の導入市町村へのヒアリング及び庁内の契約状況の調査・ヒ
アリングの結果の報告、令和6年度からの導入を検討している旨の報告がなされる。

R4.  6
令和4年度第 3回総務企画委員会で、令和４年度の予定とサウンディング調査の実施について報告がな
される。

R4.11
令和 4年度第 6回総務企画委員会で、改めて期待される効果と導入目的についての説明があり、今後、
対象業務の選定とマネジメント費用の見積徴取の予定が示される。

R5.  3
令和4年度第 9回総務企画委員会で、サウンディング調査結果、想定される対象施設、マネジメント費
用、付加サービスについての説明がなされる。

R5.12
令和5年度第 7回総務企画委員会で、導入マネジメント費用や付加サービスの案、対象施設を小中学校・
保育所等とすること、対象業務を軽微な修繕（130万円以下）とすること、導入年度を遅らせ令和7年
度からとすることなどの説明がなされる。

令和６年第２回定例会　議案質疑・常任委員会での議論
導入にあたっての疑問点や懸念事項について各議員が質問しました。

積算根拠資料に、廃校になった学校な
ども含まれているのはなぜか？

廃校施設も次の利活用などが決まるま
で、夜間警備業務委託などの維持管理
業務が発生する。他の学校施設も併せ
業務委託を行ったほうが業務効率化な
どのメリットがあると判断した。

実施された業務について報告書のみを
確認するだけでは問題があるのではな
いか？

修繕などの実施の際は、市でも必ず事
前に確認を行い、事業の報告書なども
提出させ、現地の調査なども含め確認
を行うことにより、チェック体制を確
保したい。

委託を行うことで、市内の業者の受注
率が下がってしまうことはないのか？

導入自治体にヒアリングした中では、
地元受注数に関して大きな変化はない
とのことだった。

任せきりになることで、職員のスキル
が低下する懸念があるのではないか？

修繕箇所の確認、実際に修繕した後の
状況の確認については、施設所管課の
職員も対応することになる。なおかつ
総合的なメンテナンスという部分で事
業者とのやりとりを踏まえることで、
職員の知識がさらに向上することも想
定している。

答 答

答

答

問 問

問
問

第２回定例会閉会日　補正予算可決
総務企画委員会の審査において「原案可決すべきもの」と決したことが報告
され、反対討論・賛成討論を経て、採決の結果、賛成多数で可決しました。

学校側が2年前に出した修繕要望が改善されていないという悲痛な声も聞いている。
細かなものも含め、集約整理の上、優先順位を立てて確実に改善してほしい。意見
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第
２
回
臨
時
会　

補
正

予
算
な
ど
10
議
案
可
決

　

第
２
回
臨
時
会
で
は
、
専
決
処
分
の

承
認
を
求
め
る
議
案
５
件
、
令
和
６
年

度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
な

ど
、
計
10
議
案
が
市
長
か
ら
提
出
さ
れ

ま
し
た
。

　

専
決
処
分
さ
れ
た
５
件
は
、
介
護
保

険
法
施
行
規
則
や
地
方
税
法
の
改
正
に

伴
い
、
条
例
の
一
部
改
正
を
行
っ
た
も

の
で
、
内
容
と
し
て
は
、
石
岡
市
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
利
用
料
金
の
改

正
、
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
災
害
に

係
る
個
人
住
民
税
に
お
け
る
雑
損
控
除

の
特
例
措
置
な
ど
で
す
。

　

令
和
６
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）
は
、１
８
６
０
万
１
０
０
０

円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
総
額
を
３
３

８
億
２
８
６
０
万
１
０
０
０
円
と
す
る

も
の
で
、
主
に
緊
急
性
の
高
い
事
業
等

に
対
応
す
る
経
費
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。
歳
出
の
主
な
内
容
と
し
て
、
衛
生

費
で
は
、
令
和
２
年
７
月
以
降
休
止
し

て
い
た
緊
急
診
療
業
務
に
つ
い
て
、
地

域
に
必
要
な
初
期
救
急
医
療
体
制
の
充

実
を
目
指
し
、
令
和
６
年
７
月
か
ら
再

開
す
る
た
め
の
経
費
と
し
て
、
地
域
医

療
対
策
事
業
１
７
２
７
万
１
０
０
０
円

の
増
な
ど
で
す
。

　

損
害
賠
償
額
の
決
定
及
び
損
害
賠
償

請
求
に
関
す
る
和
解
議
案
２
件
は
、
令

和
５
年
12
月
27
日
、
石
岡
市
総
社
二
丁

目
地
内
に
お
い
て
、
職
員
が
公
用
車
を

運
転
中
に
発
生
し
た
物
損
事
故
と
、
令

和
６
年
１
月
15
日
、
石
岡
運
動
公
園
に

お
い
て
、
公
園
内
樹
木
の
倒
木
に
よ
り

車
両
を
破
損
さ
せ
た
こ
と
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
損
害
を
賠
償
し
和
解
す
る
も

の
で
す
。

　

提
案
理
由
の
説
明
の
後
、
条
例
改
正

の
内
容
や
補
正
予
算
の
各
施
策
に
つ
い

て
の
質
疑
、
討
論
を
経
て
、
採
決
の
結

果
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
し

ま
し
た
。

第
２
回
定
例
会　

市
長

が
25
件
の
議
案
を
提
出

　

第
２
回
定
例
会
で
は
、
令
和
６
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
や
、
石
岡
市
家
庭

的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改

正
、
工
事
委
託
契
約
の
締
結
な
ど
、
市

長
か
ら
25
件
の
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し

た
。

　

令
和
６
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）
は
、９
億
７
８
４
１
万
２
０

０
０
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
総
額
を

３
４
８
億
７
０
１
万
３
０
０
０
円
と
す

る
も
の
で
、
主
に
国
、
県
の
補
助
事
業

の
追
加
・
変
更
等
に
伴
う
経
費
、
緊
急

性
の
高
い
事
業
等
に
対
応
す
る
経
費
な

ど
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
歳
出
の
主

な
内
容
と
し
て
、
総
務
費
で
は
、
令
和

５
年
度
か
ら
の
繰
越
事
業
の
旧
市
民
会

館
の
施
設
解
体
工
事
で
、
さ
ら
な
る
追

加
経
費
が
生
じ
る
と
し
て
、
旧
市
民
会

館
維
持
管
理
経
費
８
４
８
万
１
０
０
０

円
の
増
。
国
の
デ
フ
レ
完
全
脱
却
の
た

め
の
総
合
経
済
対
策
に
基
づ
い
た
物
価

高
へ
の
支
援
と
し
て
令
和
６
年
度
に
実

施
す
る
定
額
減
税
に
お
い
て
、
減
税
し

切
れ
な
い
と
見
込
ま
れ
る
方
に
対
し
、

定
額
減
税
補
足
給
付
金
を
給
付
す
る
経

費
と
し
て
、
定
額
減
税
補
足
給
付
金
給

付
事
業
５
億
６
６
３
９
万
３
０
０
０
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補正予算の主な事業と予算額
第
２
回

臨
時
会

■地域医療対策事業  1,727 万 1 千円

第
２
回
定
例
会

■旧市民会館維持管理経費 施設解体工事 848 万 1 千円

■定額減税補足給付金給付事業 5 億 6,639 万 3 千円

■低所得者支援給付金給付事業 1 億 7,481 万 8 千円

■新型コロナウイルスワクチン接種事業 1 億 3,964 万 8 千円

■柏原運動施設維持管理経費 施設改修工事 7,835 万 3 千円

円
。
民
生
費
で
は
、
令
和
６
年
第
１
回

臨
時
会
に
お
い
て
可
決
し
た
低
所
得
者

支
援
給
付
金
に
係
る
も
の
で
、
令
和
６

年
度
に
新
た
に
住
民
税
非
課
税
ま
た
は

住
民
税
均
等
割
の
み
課
税
と
な
る
世
帯

を
対
象
と
し
、１
世
帯
当
た
り
10
万
円
、

対
象
世
帯
に
お
い
て
扶
養
さ
れ
て
い
る

18
歳
以
下
の
児
童
が
い
る
場
合
は
、
児

童
１
人
当
た
り
５
万
円
を
給
付
す
る
経

費
と
し
て
、
低
所
得
者
支
援
給
付
金
給

付
事
業
１
億
７
４
８
１
万
８
０
０
０

円
。衛
生
費
で
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
に
つ
い
て
、

国
か
ら
の
方
針
が
示
さ
れ
、
実
施
に
当

た
り
必
要
と
な
る
経
費
と
し
て
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
事

業
１
億
３
９
６
４
万
８
０
０
０
円
の

増
。
教
育
費
で
は
、
柏
原
野
球
公
園
に

あ
る
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
が
経
年
劣
化
等
を

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
コ
ー
ト
全
面

の
人
工
芝
を
張
り
替
え
る
経
費
と
し

て
、
柏
原
運
動
施
設
維
持
管
理
経
費

７
８
３
５
万
３
０
０
０
円
の
増
な
ど
で

す
。

　

石
岡
市
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
の
一
部
改
正
は
、
国
が
定
め
る
家
庭

的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
保
育

所
等
に
お
け
る
満
３
歳
以
上
の
児
童
に

係
る
保
育
士
・
保
育
従
事
者
の
配
置
基

準
が
見
直
し
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
当

該
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で

す
。（
左
図
）

　

工
事
委
託
契
約
の
締
結
（
令
和
６

年
度
市
道
Ｂ
３
７
６
０
号
線
道
路
整

備
事
業
）
は
、
上
曽
ト
ン
ネ
ル
整
備

事
業
に
係
る
も
の
で
、
茨
城
県
と

２
億
５
０
０
万
円
の
工
事
委
託
契
約
を

締
結
す
る
も
の
で
す
。

　

工
事
請
負
契
約
の
締
結
の
一
部
変

更
（
Ｒ
５
（
仮
称
）
石
岡
駅
東
口
都
市

公
園
整
備
工
事
）
は
、
令
和
５
年
第
２

回
定
例
会
に
お
い
て
可
決
し
た
「
議
案

第
61
号
・
工
事
請
負
契
約
の
締
結
（
Ｒ

５
（
仮
称
）
石
岡
駅
東
口
都
市
公
園

整
備
工
事
）」
に
つ
い
て
、
安
全
管
理

の
強
化
の
た
め
の
防
犯
カ
メ
ラ
、
転
落

防
止
柵
や
車
止
め
ポ
ー
ル
な
ど
を
増
設

す
る
こ
と
及
び
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
エ
リ

ア
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
に
お
け
る

強
度
増
加
の
た
め
、
使
用
材
料
及
び

使
用
量
を
見
直
し
た
こ
と
等
に
伴
い
、

契
約
金
額
を
１
３
４
２
万
円
増
額
し
、

１
億
８
５
１
３
万
円
に
変
更
す
る
も
の

で
す
。

　

損
害
賠
償
額
の
決
定
及
び
損
害
賠
償

請
求
に
関
す
る
和
解
議
案
は
、
令
和
５

年
12
月
３
日
、
石
岡
市
東
成
井
地
内
に

お
い
て
、
市
民
清
掃
作
戦
中
に
市
民
が

回
収
し
た
カ
ラ
ー
ス
プ
レ
ー
缶
の
分
別

処
理
作
業
を
し
て
い
た
際
、
不
測
か
つ

突
発
的
に
缶
が
破
裂
し
、
相
手
方
車
両

を
汚
損
さ
せ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
損
害

を
賠
償
し
和
解
す
る
も
の
で
す
。

定
例
会
最
終
日　

す
べ

て
の
市
長
提
出
案
件
を

可
決

　

今
回
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案

は
、
最
終
日
に
追
加
提
出
さ
れ
た
人
事

案
件
（
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
）
を

除
き
各
委
員
会
に
付
託
し
て
審
査
を
行

い
、
最
終
日
に
採
決
を
行
っ
た
結
果
、

い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し

た
。

配置人数
（見直し前）

配置人数
（見直し後）

満 3 歳以上
4 歳未満の児童

おおむね 20 人
につき１人以上

おおむね 15 人
につき１人以上

満 4 歳以上の
児童

おおむね 30 人
につき１人以上

おおむね 25 人
につき１人以上

保育士・保育従事者の
配置基準の見直し内容

?
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令和 6 年度　旧国民宿舎つくばね解体工事
工事請負金額３億6,866万５千円

　石岡市小幡地内、旧国民宿舎つくばねの建物等
を解体する工事。入札額が低入札価格調査基準価
格未満であったことから、令和 6年 6月 3日に石
岡市低入札価格調査委員会を開催し、審査を行っ
た結果、契約内容に適合した履行が可能であると
判断されたことから、令和 6年 6月 4日付で仮契
約を締結した。

【契約の方法】条件付き一般競争入札による契約
【予定価格】4億 466万円
【入札価格】3億 3,515 万円
【落 札 率】82.82％
【契約金額】3億 6,866 万 5,000 円（税込）
【契約の相手方】進貢・飯島特定建設工事共同企業体

基礎等、地下の部分の杭などを撤去するの
か？

地下室があるため、撤去する予定。建設当
時に岩盤が非常に強固なため、基礎杭を入
れていなかったことが分かっている。

予定価格に比べ契約金額が低い。積算の仕
方に問題はないか？

県の積算基準を基に積算を行った。こ
の基準は、遵守する必要があると考え
ている。また、基準価格がないものは、
業者からの見積もりなどを徴取し、平
均価格を参考に積算している。

学校教育支援事業
電話料など計37万１千円を計上

　あすなろ教室、ひまわり教室を旧北小学校へ移転
するに当たり、電話工事に係る経費と複合機移設手
数料を計上。今年の9月からの移転を予定している。

旧北小学校のどの部分に移転するのか？全
館使用するということか？

１階及び２階部分に、あすなろ教室、職員
室。２階には子供たちの学習室。それから、
１階の玄関に近いところには、ひまわり教
室、幼児施設を設けたいと考えている。

　舟塚山古墳見学者用駐車場に設置しているバイオ
トイレが、老朽化により故障、使用不能となってい
る。修理には多額の費用がかかることから、撤去す
るための工事費を計上するもの。

撤去の時期と、新たなトイレ設置の予定
は？

撤去については、予算の議決後、早急に対
応したい。新たなトイレの設置に向け、年
度内の補正も視野に入れ、早急に対応して
いきたいと考えており、協議を進めている。

文化財保護保存及び普及経費
施設撤去工事53万７千円を計上
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条　

例

専決処分の承認
（石岡市国民健康保険税条例の一部改正）

石岡市個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関す
る条例の一部改正

そ
の
他

損害賠償額の決定及び損害賠償請求に関する和解
（公用車の物損事故に係るもの）

損害賠償額の決定及び損害賠償請求に関する和解
（倒木による車両破損に係るもの）

■全会一致で可決

議案の審議結果
令和６年第２回臨時会

予
算

令和６年度石岡市一般会計補正予算（第１号）

令和６年度石岡市介護保険特別会計補正予算（第１号）

条　
　

例

専決処分の承認
（石岡市税条例の一部改正（令和６年能登半島地震に
よる被災者の負担軽減））

専決処分の承認
（石岡市都市計画税条例の一部改正）

陳情の審査
受理した陳情 3 件について結論を出しました。

●道路上のガードレール撤去に関する陳情
陳 情 趣 旨　県道140号線とパセオパルケ団地を横断する市道の交差点において、危険性があるためガー
ドレールを撤去するか、ゼブラゾーンを廃止して左折専用車線への変更を求める。
審 査 委 員 会　産業建設委員会
委員会の意見　委員から執行部の見解を求めたところ、令和 5年 12月に、地元の区をとおし、ガードレー
ルの撤去について相談があり、改めて石岡警察署や土浦土木事務所と協議を行っており、協議の中では、右
折待ち車両の横のすり抜けなどを防止するため、安全対策上、ガードレールは必要であるとの見解が出され
ているとの説明があり、委員からは、「警察や土木事務所と協議した見解と、この地元の区の意見が全然食い
違っていることから、地元、要望を出されているところへの説明がきちんと必要だ」との意見がありました。
審 査 結 果　不採択

●保健センター建て替えに関する陳情
陳 情 趣 旨　老朽化を理由としてふれあいの里内へ新築統合する計画が進められている保健センターにつ
いて、市民の疾病の予防及び健康の保持増進を図ることを目的として設置されていることを再認識するとと
もに、その目的を達成するため、利便性を重視し、地域に根差した施設として両地区にそれぞれ整備するこ
とを求める。
審 査 委 員 会　文教厚生委員会
委員会の意見　委員からは「確かに両地区にできれば本当にすばらしいことだと思うが、これから人口減少
時代に進んで、両地区に置くのが果たしていいのか。それから、今、医師不足のほうも言われており、石岡
地区の医師会のほうでも、なかなか両地区に行くのは難しいということも聞かされている。やはり統合して、
普遍性のある施設を持つこともひとつの選択肢ではないか」といった意見が出されました。
審 査 結 果　不採択

●石岡市内にドッグラン設置を求める陳情
陳 情 趣 旨　人と犬がふれあえるレクレーション空間づくりとして石岡駅東側の未利用地に「ドッグラン」
の設置を求める。
審 査 委 員 会　産業建設委員会
委員会の意見　委員からは「ドッグラン自体はあったらいいとは思うが、ドッグランが適してる場所は、静
かな場所なんじゃないか」、「駅東のどこまでが東ととらえているか分からないが、駅東にはたくさん人が集
まると思われるスケートボードパークや、バスターミナルもあり、駅にもかなりの乗降客が訪れる。犬も動
物なので、もしかしたら、獰猛になる、そういった部分も考えられると思う。ドッグランを造ってあげると
いうことはいいことかと思うが、場所の設定などとなると、願意は妥当だとは思えない」などの意見が出さ
れました。
審 査 結 果　不採択
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そ　

の　

他

「工事請負契約の締結について」の一部変更
（R5（仮称）石岡駅東口都市公園整備工事）

損害賠償額の決定及び損害賠償請求に関する和解
（相手方車両の汚損に係るもの）

工事請負契約の締結
（R6 園部小学校外部改修工事）

工事請負契約の締結
（令和６年度　石岡市海洋センタープール施設改修工事）

工事請負契約の締結
（令和６年度　旧国民宿舎つくばね解体工事）

議員
提出 石岡市議会会議規則の一部改正

令和６年第２回定例会
予算 令和６年度石岡市介護保険特別会計補正予算（第２号）

条
例

石岡市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準
を定める条例の一部改正

人　

事

農業委員会委員の任命
（飯村伸一氏、石﨑吉男氏、小野もと子氏、栗原茂氏、
小松與平氏、髙野済氏、高橋浩氏、萩原重信氏、廣瀬
栄氏、水谷政利氏、三輪正氏、本圖孝氏、山口和明氏、
山﨑美榮子氏）

そ
の
他

工事委託契約の締結
（令和６年度市道 B3760 号線道路整備事業）

■全会一致で可決

議 員 名
案 件 名

鈴
木　

将
史

富
田　

雅
史

中
根　

淳
一

鈴
木　

康
仁

飯
村　

一
夫

新
田　
　

茜

川
井　

幸
一

櫻
井　
　

茂

岡
野　

孝
雄

玉
造　

由
美

勝
村　

孝
行

谷
田
川　

泰

小
松　

豊
正

山
本　
　

進

村
上　

泰
道

池
田　

正
文

菱
沼　

和
幸

岡
野　

孝
男

髙
野　
　

要

鈴
木　

行
雄

第
２
回
臨
時
会

専決処分の承認
（石岡市デイサービスセンター条例の一部改正） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

専決処分の承認
（石岡市税条例の一部改正（令和６年度地方税制改
正に伴うもの））

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第
２
回
定
例
会

令和６年度石岡市一般会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ○

令和６年度石岡市国民健康保険特別会計補正予算
（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

茨城県後期高齢者医療広域連合規約の一部変更に
関する協議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

■賛否が分かれたもの（賛成多数で可決） ※「○」は賛成、「●」は反対、「−」は退席等
※議長は採決に加わりません。

《会議の欠席状況》　6/11　 本会議　勝村　孝行

　　　　　　　　　6/12　 本会議　勝村　孝行

[ おわびと訂正 ] 
　いしおか市議会だより第 91 号におきまして、掲載している内容に次のとおり誤りがございました。訂正して
おわびを申し上げます。

議 員 名
案 件 名

鈴
木　

将
史

富
田　

雅
史

中
根　

淳
一

鈴
木　

康
仁

飯
村　

一
夫

新
田　
　

茜

川
井　

幸
一

櫻
井　
　

茂

岡
野　

孝
雄

玉
造　

由
美

勝
村　

孝
行

谷
田
川　

泰

小
松　

豊
正

山
本　
　

進

村
上　

泰
道

池
田　

正
文

菱
沼　

和
幸

岡
野　

孝
男

髙
野　
　

要

鈴
木　

行
雄

第
２
回

定
例
会

石岡市内にドッグラン設置を求める陳情 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ●

■賛否が分かれたもの（賛成少数で不採択）

■賛成なしで不採択

・５ページ　定例会・臨時会ドキュメント
　補正予算の主な事業と予算額の表　４列目
　■地域交通対策事業、茨城県バス運行対策費負担金

　【誤】118 万円６千円
　【正】118 万６千円

・16 ページ　一般質問（中根淳一議員）
　２段目左から２行目

　【誤】取り組んいきたいと考えます。
　【正】取り組んでいきたいと考えます。

令和６年第２回定例会

陳
情

道路上のガードレール撤去に関する陳情

保健センター建て替えに関する陳情
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9

※
各
記
事
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
、
質
問
者
ご
と
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

動　画

結
果
を
出
す
２
期
目

学
校
施
設
の
改
修
は

【
質
問
者
】
櫻
井　
　

茂

石
せきしょうかい

翔会
２
期
目
の
ス
タ
ー

ト
に
当
た
り
、
結

果
を
求
め
る
、
結
果
を
出

す
、
こ
の
意
気
込
み
で
市

政
に
当
た
っ
て
い
く
も
の

と
受
け
止
め
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
学
校
環
境
の
充

実
を
図
る
た
め
、
施
設
の

改
修
、
多
文
化
交
流
な
ど

子
ど
も
目
線
で
教
育
環
境

の
向
上
を
図
る
と
の
こ
と

で
す
が
、
施
設
改
修
と
は

具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な

改
修
を
行
う
の
か
伺
い
ま

す
。
ま
た
、
小
学
校
跡
地

の
有
効
活
用
を
迅
速
に
進

め
る
と
あ
り
ま
す
が
、
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
方
向
性
を

導
く
手
法
を
伺
い
ま
す
。

　

結
果
を
求
め
る
あ
ま

り
、
見
か
け
の
よ
さ
や
派

手
さ
を
求
め
て
足
元
が
ぐ

ら
つ
く
よ
う
で
は
困
り
ま

す
。
公
平
公
正
で
法
令
遵

守
、こ
れ
ら
を
肝
に
銘
じ
、

基
本
を
大
事
に
し
て
市
政

運
営
に
当
た
っ
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

石
岡
市
学
校
施
設

個
別
施
設
計
画
に

よ
り
小
中
学
校
の
統
合
再

編
や
長
寿
命
化
工
事
な
ど

を
進
め
て
お
り
、
園
部
小

学
校
の
外
壁
や
屋
根
な
ど

大
規
模
な
修
繕
工
事
を
行

う
ほ
か
、
府
中
小
学
校
の

施
設
配
置
等
を
検
討
す
る

た
め
の
基
本
構
想
の
策

定
、
杉
並
小
学
校
の
改
修

を
前
に
校
舎
等
の
状
態
を

調
べ
る
耐
力
度
調
査
を
実

施
し
ま
す
。
そ
の
他
、
子

ど
も
た
ち
が
快
適
に
学
校

教
育
が
受
け
ら
れ
る
よ
う

各
種
空
調
整
備
や
ト
イ
レ

の
改
修
を
進
め
ま
す
。
廃

校
と
な
っ
た
北
小
学
校
に

つ
い
て
は
、
教
育
委
員
会

で
利
用
を
検
討
し
、
現
在

庁
内
関
係
部
局
で
協
議
を

進
め
て
お
り
、
高
浜
、
三

村
、
関
川
小
学
校
は
、
今

年
度
上
期
中
に
幅
広
く
民

間
提
案
を
伺
う
サ
ウ
ン

デ
ィ
ン
グ
調
査
を
実
施
し

た
い
と
考
え
ま
す
。

質問会派（人数） 所属議員（◎は会派代表者） 質問者 質問項目 頁

紫
し

峰
ほう

会
かい

（7 名）
◎岡野孝男、関口忠男、村上泰道、谷田川泰
　中根淳一、鈴木将史、富田雅史 谷田川泰 市長の２期目にあたり

その所信政策 9

石
せき

翔
しょう

会
かい

（４名） ◎川井幸一、櫻井　茂、新田　茜、鈴木康仁 櫻井　茂 再選を果たした市長の所信

自
じ

民
みん

・公
こう

明
めい

クラブ（３名） ◎菱沼和幸、玉造由美、岡野孝雄 菱沼和幸 令和６年　第２回定例会で
の市政運営に関する所信

10
至
し

誠
せい

会
かい

（３名） ◎山本　進、鈴木行雄、髙野　要 髙野　要 市長の所信

知
ち

新
しん

会
かい

（３名） ◎池田正文、勝村孝行、飯村一夫 池田正文 市長の政治姿勢と市政運営

（注）会派及び所属議員の構成は、代表質問実施（令和６年 6 月 10 日）時点のものです。

代表質問
［６月10日］

　市政に関する調査研究などの議会活動を共同で行う
「会派」を代表する議員が、市長の所信表明の内容を直
接問いただす代表質問。
　所属議員３人以上の会派が質問することができます。

動　画

石
岡
市
の
ま
ち
づ
く

り
の
方
針
を
問
う

【
質
問
者
】
谷
田
川　

泰

紫
し

峰
ほう

会
かい

子
育
て
環
境
の
整

備
は
、
人
口
減
少

対
策
に
お
い
て
若
い
世
代

の
移
住
定
住
を
促
進
さ
せ

る
効
果
的
な
政
策
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。
子
育
て
教

育
の
た
め
に
石
岡
市
を
選

ぶ
よ
う
な
特
化
し
た
取
組

に
つ
い
て
、
市
長
の
考
え

を
伺
い
ま
す
。

　

ま
た
、
企
業
の
誘
致
、

そ
の
た
め
の
工
業
用
地
の

確
保
に
つ
い
て
、
本
腰
を

入
れ
て
取
り
組
ま
な
け
れ

ば
、
人
口
流
出
に
歯
止
め

は
か
か
り
ま
せ
ん
。
こ
れ

ま
で
以
上
の
ス
ピ
ー
ド
感

で
推
進
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
が
、
見
解
を
伺
い
ま

す
。

　

さ
ら
に
、
複
合
文
化
施

設
の
整
備
を
ど
の
よ
う
に

進
め
る
の
か
を
伺
い
ま

す
。
市
長
に
は
、
多
く
の

市
民
や
議
会
と
の
議
論
を

重
ね
、
整
備
方
針
に
沿
っ

た
ま
ち
づ
く
り
を
着
実
に

進
め
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。

学
校
給
食
費
の
無

償
化
や
通
学
者
定

期
券
補
助
な
ど
、
当
市
独

自
の
施
策
を
推
進
し
、
若

者
や
子
育
て
世
代
か
ら
選

ば
れ
る
、
住
み
続
け
ら
れ

る
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
既
存
企
業
へ
の

支
援
等
に
加
え
、
新
た
な

企
業
誘
致
に
積
極
的
に
取

り
組
む
こ
と
で
多
様
な
雇

用
機
会
の
創
出
に
努
め
、

経
済
情
勢
に
左
右
さ
れ
に

く
い
産
業
基
盤
の
確
立
を

目
指
し
取
り
組
み
ま
す
。

　

複
合
文
化
施
設
に
つ
い

て
は
、
地
域
の
中
心
へ
集

客
性
の
高
い
交
流
施
設
を

整
備
す
る
こ
と
で
、
新
た

な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
形

成
や
に
ぎ
わ
い
の
創
出
へ

と
つ
な
が
り
、
新
た
な
ま

ち
づ
く
り
へ
の
起
爆
剤
と

な
る
と
強
く
確
信
し
て
い

ま
す
。
魅
力
あ
る
ま
ち
へ

と
発
展
さ
せ
て
い
く
た

め
、
こ
の
事
業
を
確
実
に

前
に
進
め
る
覚
悟
で
す
。
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※
各
記
事
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
、
質
問
者
ご
と
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

動　画

将
来
あ
る
べ
き
姿
は

安
心
安
全
な
ま
ち
へ

【
質
問
者
】
菱
沼　

和
幸

自
じ

民
みん

・公
こうめい

明クラブ
人
口
戦
略
会
議
が

令
和
６
年
地
方
自

治
体
持
続
可
能
性
分
析
を

行
っ
た
結
果
、
石
岡
市
は

消
滅
可
能
性
自
治
体
か
ら

は
外
れ
た
も
の
の
、
危
機

管
理
意
識
を
高
め
行
動
す

べ
き
で
あ
る
と
考
え
ま
す

が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

  

ま
た
、
災
害
に
強
い
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
上
で

重
要
な
取
組
で
あ
る
防
災

先
進
都
市
宣
言
に
つ
い

て
、
先
進
自
治
体
等
の
宣

言
に
よ
る
取
組
等
を
調
査

研
究
す
る
と
の
こ
と
で
し

た
。
進
捗
状
況
及
び
今
後

の
取
組
に
つ
い
て
具
体
な

施
策
を
伺
い
ま
す
。
当
市

の
将
来
の
あ
る
べ
き
姿
と

し
て
、
安
全
安
心
な
都
市

宣
言
は
最
重
要
で
あ
り
、

全
国
初
と
な
り
得
る
仮
称

防
災
減
災
環
境
都
市
宣
言

を
高
々
と
掲
げ
、
市
民
に

周
知
す
る
こ
と
は
重
要
だ

と
考
え
ま
す
が
、
見
解
を

伺
い
ま
す
。　
　
　

危
機
意
識
を
持
っ

て
人
口
減
少
対
策

に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要

が
あ
る
と
認
識
し
て
お

り
、
若
者
や
子
育
て
世
代

の
転
出
抑
制
や
出
生
率
の

向
上
に
よ
る
人
口
減
少
幅

の
圧
縮
を
図
る
施
策
と
移

住
定
住
を
促
す
施
策
の
２

本
柱
を
展
開
し
、
魅
力
あ

る
ま
ち
を
つ
く
り
上
げ
、

人
口
減
少
対
策
を
進
め
ま

す
。

　

防
災
先
進
都
市
宣
言
に

つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

自
治
体
で
状
況
に
応
じ
て

目
標
を
定
め
、
政
策
を
進

め
て
い
る
状
況
で
す
。
当

市
で
も
、
内
水
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
の
作
成
や
避
難
訓

練
の
実
施
、
自
主
防
災
組

織
の
活
性
化
、
各
地
域
に

お
け
る
防
災
士
の
育
成
な

ど
防
災
機
能
の
充
実
に
努

め
る
中
で
、
防
災
先
進
都

市
宣
言
を
見
据
え
、
よ
り

一
層
災
害
に
強
い
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

動　画

複
合
文
化
施
設
建
設

納
得
で
き
る
説
明
を

【
質
問
者
】
髙
野　
　

要

至
し

誠
せいかい

会
複
合
文
化
施
設
に

つ
い
て
は
、
２
月

１
日
に
複
合
文
化
施
設
整

備
審
議
会
か
ら
中
間
答

申
を
受
け
、
ホ
ー
ル
機
能

を
中
心
と
し
た
施
設
を
鹿

島
鉄
道
跡
地
ま
た
は
市
営

駅
東
駐
車
場
へ
整
備
す
る

こ
と
が
所
信
に
明
記
さ
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
イ

ベ
ン
ト
広
場
よ
り
駅
東
が

優
れ
て
い
る
と
い
う
納
得

で
き
る
理
由
も
根
拠
も
示

さ
れ
て
い
な
い
と
考
え
ま

す
。
納
得
で
き
る
理
由
と

根
拠
、
今
後
の
施
設
の
運

営
に
つ
い
て
説
明
願
い
ま

す
。

　

ま
た
、
石
岡
駅
の
周
辺

道
路
に
つ
い
て
は
、
人
が

集
ま
る
場
所
に
さ
ら
に
多

く
の
人
を
集
中
さ
せ
る
こ

と
で
、
災
害
が
あ
っ
た
場

合
は
さ
ら
に
混
乱
を
招
く

こ
と
も
あ
る
の
で
は
な
い

か
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て

明
確
な
回
答
は
い
ま
だ
に

あ
り
ま
せ
ん
が
、
見
解
を

伺
い
ま
す
。

市
民
会
館
に
代
わ

る
ホ
ー
ル
は
日
常

的
に
利
用
さ
れ
る
施
設
を

目
指
し
て
お
り
、
１
日
平

均
約
５
０
０
０
人
が
利
用

す
る
石
岡
駅
や
平
日
約

１
６
０
回
バ
ス
が
発
着
す

る
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
と
の

連
携
、
駅
前
・
東
ノ
辻
線

の
開
通
な
ど
に
よ
り
道
路

環
境
の
向
上
が
期
待
さ
れ

る
駅
東
で
整
備
す
る
の
が

望
ま
し
い
と
考
え
ま
す
。

ま
た
、
石
岡
駅
に
隣
接
す

る
形
で
滞
在
空
間
や
交
流

空
間
を
備
え
る
施
設
を
整

備
す
る
こ
と
は
、
周
辺
施

設
の
に
ぎ
わ
い
の
創
出
や

ま
ち
の
魅
力
向
上
等
に
つ

な
が
る
と
考
え
ま
す
。

　

多
く
の
人
が
集
ま
る
施

設
で
あ
り
、
非
常
時
を
想

定
し
た
対
策
や
避
難
路
の

設
定
な
ど
が
必
要
で
す
。

利
用
者
の
安
全
確
保
を
第

一
に
災
害
時
に
も
対
応
で

き
る
よ
う
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

動　画

２
期
目
ス
タ
ー
ト
市

長
の
責
任
と
覚
悟
は

【
質
問
者
】
池
田　

正
文

知
ち

新
しん

会
かい

市
長
は
２
期
目
の

ス
タ
ー
ト
に
当
た

り
、
石
岡
市
政
の
全
て
に

つ
い
て
、
全
て
の
責
任
を

負
う
覚
悟
は
で
き
て
い
る

の
か
。
全
て
の
政
策
決
定

の
責
任
は
全
て
自
分
に
あ

る
と
力
強
く
宣
言
で
き
る

の
か
。
で
き
る
の
で
あ
れ

ば
こ
の
場
で
宣
言
を
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

　

市
長
の
指
示
と
い
う
言

葉
は
、
こ
の
議
場
で
も
度

々
聞
き
ま
す
し
、
日
常
的

な
会
話
に
も
出
て
き
ま

す
。
い
わ
ゆ
る
こ
の
市
長

の
指
示
は
、
ど
の
よ
う
な

形
で
行
わ
れ
て
い
る
の
か

伺
い
ま
す
。
ま
た
、
身
近

な
方
に
も
伝
わ
っ
て
い
な

い
と
い
う
状
況
も
見
て
い

ま
す
の
で
、
現
状
を
伺
う

と
と
も
に
、
今
後
、
職
員

に
全
て
の
市
長
の
意
思
、

指
示
を
徹
底
さ
せ
て
い
く

た
め
に
は
ど
の
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
く
の
か
伺
い

ま
す
。

こ
れ
ま
で
４
年
間

様
々
な
課
題
に
向

き
合
っ
て
、
共
に
こ
の
石

岡
市
政
を
前
に
進
め
て
き

た
こ
と
、
今
回
の
選
挙
で

結
果
を
出
す
こ
と
を
公
約

と
し
た
こ
と
、
そ
れ
を
皆

さ
ん
と
共
有
し
て
や
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
と
、
職
員

の
皆
さ
ん
へ
話
を
し
ま
し

た
。
市
民
の
全
て
の
責
任

は
市
長
が
担
っ
て
い
く
と

い
う
こ
と
は
変
わ
り
ま
せ

ん
の
で
、
全
責
任
を
取
り

な
が
ら
市
政
を
前
に
進
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

市
長
の
指
示
に
つ
い
て

は
、
市
政
運
営
を
進
め
て

い
く
上
で
多
種
多
様
な
打

合
せ
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
部
署
と
の
実
施
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、

市
長
の
場
合
、
庁
議
し
か

全
体
で
共
有
す
る
場
は
な

い
の
で
、
そ
の
場
に
必
ず

審
議
案
件
あ
る
い
は
報
告

案
件
は
出
す
よ
う
に
と
指

示
し
て
い
ま
す
。
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一般質問
［６月 11 日〜６月 13 日］

　各議員が、市の行う事業の内容
を問いただしたり、政策提案をし
たりする一般質問。
　議員と市執行部との真剣勝負が
繰り広げられます。

質問者 質問項目 頁

鈴木　康仁

公共施設等の貸出

12

駅前ロータリー及びステーショ
ンパーク１階の有効利用
病院群輪番制

中根　淳一

未来を見据えた官民連携の推
進
石岡市職員の人材マネジメント
の推進に向けて

櫻井　　茂
公共施設マネジメント

13

八郷運動公園のプール整備

小松　豊正

複合文化施設整備事業
公共交通網の整備と交通安全
対策
東日本大震災・能登半島地震
を教訓に、必要とされる石岡
市の防災対策

岡野　孝男
５歳児健康診査支援事業

14土砂等による土地の埋立て等

山本　　進 石岡市制施行 20 周年

川井　幸一
石岡市の人口減少対策

15

終活窓口（エンディングサポー
ト事業）の設置

新田　　茜

石岡市における職員のワーク・
ライフ・バランス推進
石岡市公共施設等総合管理計
画

質問者 質問項目 頁

玉造　由美

小中学校の教育施設である体
育館、武道場の空調

16

イベントによる市の活性化
HPV（ヒトパピローマウイル
ス）ワクチンの接種推進

髙野　　要

恋瀬川左岸地区第３工区維持
管理組合の給排水ポンプと石
岡の防災体制

学校におけるいじめ問題

都市計画税
区長・協力員報酬

村上　泰道

石岡市の賑わい創生事業

17

ネーミングライツ事業の進捗
状況
石岡市立小中学校統合再編計
画

富田　雅史
結婚支援事業への取組
公共施設の効率的な使用

鈴木　将史
八郷総合運動公園プールの整
備

18

災害時応援協定

飯村　一夫

入札・契約制度
消防施設
水道事業
合併市町村幹線道路緊急整備
支援事業

紙面の都合上、　　　　で色付けした項
目のみ掲載しています。
※スマホなどで、各議員のページに掲載

している二次元コードから、すべての
質問の録画映像をご覧いただけます。

※
各
記
事
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
、
質
問
者
ご
と
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
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動　画

動　画

※
各
記
事
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
、
質
問
者
ご
と
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

中
なか

根
ね

　淳
じゅんいち

一

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
維

持
の
た
め
、
官
民
連
携
の
取

組
推
進
を

ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ

プ
の
あ
る
方
々
、

子
ど
も
、
高
齢
者
な
ど
を

支
え
、
支
え
ら
れ
る
共
生

社
会
を
持
続
可
能
な
も
の

に
す
る
こ
と
、
そ
れ
を
支

え
る
地
域
医
療
等
の
支
援

体
制
強
化
な
ど
、
福
祉
行

政
全
体
の
包
括
的
な
課
題

に
対
し
、
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
は
近
年
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
。
対
象
者
別

の
支
援
体
制
だ
け
で
は

様
々
な
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応

が
困
難
に
な
っ
て
き
て
い

る
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
こ

の
状
況
に
対
す
る
市
の
基

本
政
策
を
伺
い
ま
す
。

　

高
度
化
す
る
課
題
を
解

決
す
る
た
め
、
既
に
他
自

治
体
で
も
ソ
ー
シ
ャ
ル
・

イ
ン
パ
ク
ト
・
ボ
ン
ド（
注
）

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

が
、
市
の
財
政
出
動
が
少

な
く
進
め
ら
れ
る
メ
リ
ッ

ト
も
あ
り
、
導
入
に
向
け

て
取
り
組
む
べ
き
と
考
え

ま
す
。
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
イ

ン
パ
ク
ト
・
ボ
ン
ド
に
対

す
る
認
識
と
、
導
入
可
能

性
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

相
談
や
対
応
の
現

状
を
鑑
み
る
と
、

対
象
者
の
属
性
別
の
支
援

体
制
だ
け
で
は
様
々
な

ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
が
困
難

に
な
っ
て
き
て
お
り
、
専

門
人
材
育
成
や
課
題
解
決

の
た
め
の
組
織
体
制
づ
く

り
は
ま
す
ま
す
重
要
に
な

る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
の
財
政
に
占
め

る
民
生
費
の
負
担
も
年
々

大
き
く
な
っ
て
い
る
傾
向

に
あ
り
、
事
業
の
効
率
化

や
財
源
の
確
保
に
つ
い

て
、
様
々
な
検
討
や
対
策

が
求
め
ら
れ
て
き
て
い
る

と
考
え
ま
す
。

　

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
イ
ン
パ

ク
ト
・
ボ
ン
ド
は
、
取
組

成
果
の
達
成
状
況
に
連
動

す
る
形
で
報
酬
が
支
払
わ

れ
る
た
め
、
創
意
工
夫
や

効
果
的
な
事
業
実
施
が
期

待
で
き
、
行
政
の
コ
ス
ト

削
減
を
見
込
め
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、

達
成
す
べ
き
成
果
の
定
義

や
評
価
基
準
を
具
体
的
に

設
定
す
る
必
要
が
あ
る
こ

と
や
、
目
標
に
達
し
な

か
っ
た
場
合
に
民
間
事
業

者
や
投
資
家
が
損
失
を
被

る
可
能
性
も
あ
り
、
資
金

調
達
上
の
課
題
に
な
る
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
他
市
町

村
の
取
組
事
例
な
ど
情
報

収
集
に
努
め
、
福
祉
の
維

持
、
課
題
解
決
の
た
め
の

手
法
の
１
つ
と
し
て
調
査

研
究
を
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
ま
す
。

鈴
すず

木
き

　康
やすひと

仁

公
共
施
設
等
の
貸
出

窓
口
を
一
本
化
す
る
考
え
は

現
在
石
岡
市
で

は
、
運
動
公
園
や

ス
ポ
ー
ツ
施
設
、
メ
ロ
デ

ィ
ア
ス
ホ
ー
ル
、
会
議
室

と
い
っ
た
施
設
か
ら
、
福

祉
バ
ス
、
テ
ン
ト
や
パ
イ

プ
椅
子
と
い
っ
た
物
品
ま

で
様
々
な
貸
出
し
を
し
て

い
ま
す
。
各
施
設
等
の
貸

出
し
方
法
に
つ
い
て
、
申

込
み
先
は
、
各
所
管
部
署

に
直
接
行
く
と
い
う
感
じ

な
の
か
伺
い
ま
す
。

　

複
数
の
担
当
課
で
対
象

条
件
が
様
々
あ
り
、
利
用

者
か
ら
す
る
と
大
変
分
か

り
づ
ら
く
、
貸
出
し
備
品

も
何
が
借
り
ら
れ
る
か
分

か
り
づ
ら
い
状
況
だ
と
思

い
ま
す
。
貸
出
し
で
き
る

も
の
に
関
し
て
有
効
に

活
用
し
て
も
ら
う
た
め

に
、
貸
出
し
窓
口
を
つ
く

り
、
そ
こ
で
１
つ
で
管
理

す
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を

つ
く
っ
た
ほ
う
が
い
い
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す

が
、
そ
の
点
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。福

祉
部
の
ひ
ま
わ

り
の
館
等
は
直
接

施
設
に
出
向
い
て
申
請

で
、
仮
予
約
は
窓
口
と
電

話
で
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
教
育
委
員
会
で
は
、

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
と
石

岡
海
洋
セ
ン
タ
ー
が
施
設

窓
口
、
イ
ベ
ン
ト
広
場
は

中
央
図
書
館
の
窓
口
と
電

話
、
石
岡
運
動
公
園
・
柏

原
野
球
公
園
・
柏
原
サ
ッ

カ
ー
公
園
・
柏
原
球
技
公

園
・
八
郷
運
動
公
園
は
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
電
話
・

窓
口
、
朝
日
ス
ポ
ー
ツ
交

流
施
設
は
朝
日
里
山
学
校

の
窓
口
と
電
話
、
城
南
ス

ポ
ー
ツ
交
流
施
設
は
石
岡

運
動
公
園
の
窓
口
、
有
明

ス
ポ
ー
ツ
交
流
施
設
は
八

郷
総
合
運
動
公
園
の
窓

口
、
中
央
公
民
館
・
地
区

公
民
館
は
窓
口
と
電
話
で

予
約
と
な
っ
て
い
ま
す
。

都
市
建
設
部
で
は
、
申
請

書
を
窓
口
に
提
出
し
て
い

た
だ
き
、
貸
し
出
し
て
い

ま
す
。生
活
環
境
部
で
は
、

現
地
予
約
・
電
話
予
約
が

主
な
方
法
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

シ
ス
テ
ム
と
い
う
お
話

が
出
ま
し
た
が
、
現
在
検

討
の
ス
タ
ー
ト
に
立
と
う

と
し
て
い
る
の
が
、
施
設

予
約
、
料
金
支
払
い
、
鍵

の
受
渡
し
ま
で
、
施
設
ご

と
に
異
な
る
仕
組
み
を
統

一
し
利
便
性
を
高
め
る
と

と
も
に
、
公
共
施
設
の
利

用
促
進
、
効
率
的
な
利
活

用
に
つ
な
げ
る
た
め
の
Ｄ

Ｘ
に
よ
る
シ
ス
テ
ム
導
入

を
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た

一
方
で
、
窓
口
の
必
要
性

も
改
め
て
今
後
検
討
し
た

い
と
考
え
ま
す
。

（注）ソーシャル・
インパクト・ボンド

民間資金を活用して社
会課題解決型の事業を
実施し、その成果に応
じて地方公共団体が対
価を支払う、新たな官
民連携の仕組み。
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動　画

動　画

※
各
記
事
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
、
質
問
者
ご
と
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

櫻
さくらい

井　　茂
しげる

八
郷
総
合
運
動
公
園
プ
ー
ル　

利
用
者
が
求
め
る
施
設
整
備

を

八
郷
総
合
運
動
公

園
の
屋
外
プ
ー
ル

は
、
建
て
直
し
の
是
非
が

検
討
さ
れ
て
き
ま
し
た

が
、
今
回
屋
内
プ
ー
ル
の

建
設
を
選
択
し
た
理
由
を

伺
い
ま
す
。
利
用
者
が
求

め
る
施
設
環
境
を
適
切
に

把
握
で
き
て
い
な
い
と
、

施
設
整
備
の
方
向
性
を
誤

る
可
能
性
が
非
常
に
高
く

な
り
ま
す
。
学
校
プ
ー
ル

と
し
て
の
位
置
づ
け
と
一

般
開
放
利
用
と
い
う
多
目

的
な
利
用
を
目
指
し
た
先

に
あ
る
も
の
が
、
帯
に
短

し
襷
に
長
し
で
は
非
常
に

も
っ
た
い
な
い
の
で
、
十

分
な
配
慮
を
し
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
後
ど
の
よ
う

な
分
析
調
査
を
ど
の
よ
う

な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
行
っ

て
い
く
の
か
伺
い
ま
す
。

　

今
の
八
郷
総
合
運
動
公

園
の
よ
う
な
ス
ラ
イ
ダ
ー

が
あ
る
プ
ー
ル
の
希
少
性

は
大
き
な
魅
力
の
１
つ
に

な
る
と
感
じ
ま
す
。
市
長

は
石
岡
市
の
魅
力
度
ア
ッ

プ
と
今
回
の
学
校
授
業
優

先
プ
ー
ル
の
整
備
事
業
に

ど
の
よ
う
に
向
き
合
う
考

え
で
い
る
の
か
、
伺
い
ま

す
。

小
中
学
校
の
プ
ー

ル
に
お
い
て
、
老

朽
化
に
よ
り
使
用
で
き
な

い
プ
ー
ル
が
増
え
て
い
る

状
況
で
す
。
今
後
は
老
朽

化
に
よ
り
使
用
で
き
な
い

学
校
プ
ー
ル
の
修
繕
を

行
っ
て
い
く
の
で
は
な

く
、
集
約
化
を
基
本
と
し

て
、
八
郷
総
合
運
動
公
園

内
に
プ
ー
ル
を
建
設
し
て

い
き
た
い
と
考
え
、
天
候

や
気
温
等
の
影
響
を
軽
減

で
き
、
安
定
し
た
プ
ー
ル

授
業
が
実
施
で
き
る
屋
内

プ
ー
ル
と
し
た
も
の
で

す
。

　

今
後
の
進
め
方
と
し
て

は
、
学
校
プ
ー
ル
集
約
化

に
よ
る
水
泳
授
業
、
ま
た

一
般
の
方
々
の
利
用
、
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
な
ど
、
そ
れ

ぞ
れ
に
想
定
さ
れ
る
期

間
、
ま
た
、
児
童
生
徒
数
、

一
般
の
利
用
者
数
な
ど
、

プ
ー
ル
の
規
模
、
費
用
や

財
源
等
に
つ
い
て
整
理

し
、
関
係
部
局
と
協
議
を

重
ね
て
具
体
的
な
整
備
方

針
を
定
め
、
さ
ら
に
は
基

本
設
計
、
実
施
設
計
と
つ

な
げ
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

学
校
プ
ー
ル
以
外
に
も

広
く
一
般
開
放
を
行
い
、

市
民
の
健
康
づ
く
り
の

場
、
ス
ポ
ー
ツ
で
つ
な
が

る
拠
点
と
し
て
早
急
に
整

備
を
進
め
ま
す
。

小
こ

松
まつ

　豊
とよまさ

正

複
合
文
化
施
設
と

は
何
か
、
ど
の
よ

う
に
定
義
づ
け
て
い
る
の

か
、
市
長
に
伺
い
ま
す
。

　

ま
た
、
建
設
場
所
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。
駅
東
は

ど
う
い
う
地
域
か
、
地
盤

の
ほ
か
、
騒
音
、
振
動
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。
な

ぜ
駅
東
地
区
に
こ
だ
わ
る

の
か
、
明
確
な
答
弁
を
求

め
ま
す
。
高
校
生
の
利
用

者
が
あ
る
と
説
明
も
あ
り

ま
し
た
が
、
市
民
ホ
ー
ル

は
７
万
人
弱
の
石
岡
市
民

が
利
用
す
る
と
こ
ろ
と
考

え
て
く
だ
さ
い
。

　

複
合
文
化
施
設
整
備
審

議
会
の
位
置
づ
け
に
つ
い

て
は
、
何
か
審
議
会
の
議

論
や
方
向
性
が
あ
っ
て
、

議
会
の
権
限
に
制
約
を
与

え
る
も
の
で
全
く
な
い

と
、
こ
の
こ
と
を
明
確
に

申
し
上
げ
、
確
認
し
た
い

と
思
い
ま
す
が
、
見
解
を

伺
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
第
７
回
複
合

文
化
施
設
建
設
特
別
委
員

会
を
前
に
、
副
市
長
が
全

て
の
会
派
と
面
談
し
た
と

の
こ
と
で
す
が
、
非
常
に

異
例
で
あ
り
、
執
行
部
の

議
会
に
対
す
る
介
入
に
つ

な
が
る
問
題
と
し
て
重
大

で
あ
る
こ
と
を
、
は
っ
き

り
と
問
題
提
起
し
ま
す
。

石
岡
市
複
合
文
化

施
設
整
備
基
本
構

想
に
あ
る
よ
う
に
、
令
和

２
年
３
月
に
閉
館
し
た
市

民
会
館
が
備
え
て
い
た

ホ
ー
ル
機
能
を
中
心
と
し

た
施
設
の
整
備
を
検
討
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
で

す
。

　

今
年
２
月
に
複
合
文
化

施
設
整
備
審
議
会
に
よ
る

中
間
答
申
を
受
け
、
鹿
島

鉄
道
跡
地
も
し
く
は
市
営

駅
東
駐
車
場
の
い
ず
れ
か

に
整
備
す
る
方
向
で
検
討

を
進
め
て
い
ま
す
。
少
子

高
齢
化
が
進
む
中
で
鉄
道

や
バ
ス
と
い
っ
た
公
共
交

通
機
関
と
の
連
携
は
不
可

欠
で
あ
る
こ
と
、
多
く
の

学
生
が
鉄
道
を
利
用
し
て

い
る
と
推
測
さ
れ
、
魅
力

あ
る
施
設
や
事
業
の
展
開

に
取
り
込
ん
で
い
く
こ
と

が
可
能
に
な
る
こ
と
な
ど

を
想
定
し
て
い
ま
す
。

　

審
議
会
は
、
市
長
の
諮

問
を
受
け
て
複
合
文
化
施

設
整
備
に
つ
い
て
調
査
、

審
議
を
行
う
機
関
で
す
。

学
識
経
験
者
や
関
係
団
体

代
表
、
市
民
代
表
か
ら
構

成
さ
れ
、
執
行
部
か
ら
の

提
案
等
に
対
し
多
角
的
な

視
点
か
ら
意
見
を
い
た
だ

い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

複
合
文
化
施
設
建
設
の
整
備

方
針
は　

市
長
と
執
行
部
の

考
え
を
問
う
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動　画

動　画

※
各
記
事
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
、
質
問
者
ご
と
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

山
やまもと

本　　進
すすむ

石
岡
市
制
施
行
20
周
年 

内
外
へ
の
魅
力
発
信
と
市
民

の
心
に
残
る
祭
典
を

石
岡
市
は
来
年
10

月
に
市
制
施
行
20

周
年
を
迎
え
る
の
で
す

が
、
ど
の
よ
う
な
事
業
を

企
画
し
て
い
る
の
か
伺
い

ま
す
。
ま
た
、
記
念
事
業

に
当
た
っ
て
の
基
本
理
念

を
よ
り
具
体
的
に
分
か
り

や
す
く
表
現
す
る
た
め

に
、
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
や

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
な
ど

の
テ
ー
マ
を
考
え
て
は
ど

う
か
と
思
い
ま
す
が
、
考

え
を
伺
い
ま
す
。
な
お
、

ぜ
ひ
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し

て
、
感
謝
と
敬
意
と
い
う

言
葉
、
そ
れ
か
ら
、
誇
り

と
愛
着
、
夢
と
希
望
、
魅

力
発
信
、
こ
れ
ら
を
ベ
ー

ス
に
し
て
考
え
て
い
く
こ

と
を
提
案
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
記
念
冠
事
業

を
広
く
募
集
し
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。
郷
土
愛
を

醸
成
し
、
全
て
の
世
代
の

市
民
の
心
に
生
涯
残
り
、

当
市
の
魅
力
が
内
外
に
広

く
発
信
拡
散
さ
れ
て
い
く

よ
う
な
、
芳
し
い
文
化
の

香
り
に
包
ま
れ
た
珠
玉
の

事
業
企
画
を
ぜ
ひ
お
願
い

し
ま
す
。
市
民
が
閉
塞
感

か
ら
解
き
放
た
れ
て
心
か

ら
沸
き
立
つ
よ
う
な
、
歓

喜
と
高
揚
感
を
与
え
て
く

れ
る
華
や
か
で
楽
し
い
、

そ
ん
な
祭
典
を
ぜ
ひ
実
施

し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す

が
、
考
え
を
伺
い
ま
す
。

20
周
年
記
念
事
業

は
10
周
年
記
念
事

業
と
同
様
、
記
念
式
典
や

冠
事
業
、
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の

作
成
な
ど
を
検
討
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
事
業
の
趣

旨
と
し
て
、
市
民
の
皆
さ

ん
と
心
を
一
つ
に
し
て
祝

う
と
と
も
に
ふ
る
さ
と
へ

の
愛
着
や
誇
り
を
醸
成

し
、
今
後
の
当
市
の
発
展

の
契
機
と
な
る
よ
う
事
業

を
実
施
す
る
と
し
て
お

り
、
い
た
だ
い
た
意
見
を

実
行
委
員
会
等
で
議
論
し

て
い
き
ま
す
。

　

現
在
、
様
々
に
活
動
さ

れ
て
い
る
団
体
の
皆
様
方

と
共
に
20
周
年
を
祝
い
、

ふ
る
さ
と
石
岡
を
愛
す
る

心
を
さ
ら
に
醸
成
で
き
る

よ
う
、
子
ど
も
た
ち
や
市

民
の
皆
さ
ん
の
心
に
残
る

記
念
事
業
を
実
施
で
き
る

よ
う
検
討
を
進
め
ま
す
。

芸
術
文
化
あ
る
い
は
イ
ン

ク
ル
ー
シ
ブ
な
ま
ち
づ
く

り
に
向
け
た
貴
重
な
節

目
、
チ
ャ
ン
ス
と
し
て
ま

ち
づ
く
り
に
生
か
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

岡
おか

野
の

　孝
たか

男
お

不
法
盛
土
防
止　

石
岡
市
を
ご
み
の
山
に
さ
せ

な
い
た
め
に

土
砂
等
に
よ
る
土

地
の
埋
立
て
等
に

つ
い
て
、
改
め
て
、
小
見

地
区
、
栄
松
地
区
の
現
状

と
問
題
点
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

　

ま
た
、
片
岡
地
内
の
不

法
盛
土
は
、
私
も
現
場
を

確
認
し
ま
し
た
。
黄
色
い

看
板
、
石
岡
警
察
署
と
市

役
所
、
両
方
の
ネ
ー
ム
プ

レ
ー
ト
み
た
い
な
も
の
が

バ
リ
ケ
ー
ド
の
と
こ
ろ
に

掲
げ
て
あ
り
、
今
の
現
況

で
は
、
不
法
盛
土
は
投
棄

さ
れ
な
い
だ
ろ
う
と
思
い

ま
す
。
し
か
し
、
間
隙
を

縫
う
形
で
不
法
盛
土
が
行

わ
れ
る
と
い
う
状
況
で
す

の
で
、
今
後
十
分
注
意
を

し
て
、
パ
ト
ロ
ー
ル
、
近

く
の
方
か
ら
連
絡
が
あ
っ

た
と
き
に
は
早
急
に
対
応

し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。
小
見
地
区
の
よ
う
な

こ
と
が
ま
た
あ
る
よ
う
で

は
、
石
岡
の
八
郷
地
内
は

ご
み
の
山
に
な
っ
て
し
ま

う
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も

あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
被

害
が
起
き
な
い
よ
う
に
お

願
い
し
ま
す
。

小
見
地
内
に
つ
い

て
は
、
茨
城
県
と

連
携
し
な
が
ら
対
応
に
当

た
っ
て
い
ま
す
。
敷
地
外

に
落
下
し
て
い
る
フ
レ
コ

ン
バ
ッ
グ
に
つ
い
て
も
、

県
へ
優
先
的
に
撤
去
で
き

る
よ
う
引
き
続
き
要
望
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。ま
た
、

フ
レ
コ
ン
バ
ッ
グ
撤
去
に

伴
う
市
が
県
に
払
っ
た
負

担
金
は
、
仮
に
行
為
者
か

ら
納
付
が
さ
れ
た
際
に

は
、
負
担
割
合
に
応
じ
て

戻
さ
れ
る
も
の
と
聞
い
て

い
ま
す
。
栄
松
地
内
に
つ

い
て
は
、
行
為
者
に
接
触

が
取
れ
る
機
会
を
得
ま
し

た
。
行
為
者
か
ら
は
、
す

ぐ
に
土
砂
を
搬
出
す
る
の

は
難
し
い
と
の
話
が
あ
り

ま
し
た
が
、
土
地
の
原
状

回
復
に
向
け
て
強
い
姿
勢

を
示
し
、
早
急
に
土
砂
の

撤
去
を
さ
せ
る
べ
く
指
導

し
ま
し
た
。
ま
た
、
土
地

の
所
有
者
の
相
続
人
と
直

接
面
会
で
き
な
い
た
め
、

継
続
し
て
親
族
の
方
と
意

向
確
認
の
話
合
い
を
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
も
不
法
な
盛
土
の

問
題
に
対
し
て
は
、
全
庁

一
丸
と
な
っ
て
取
り
組

み
、
市
民
や
石
岡
警
察
署

の
協
力
を
得
な
が
ら
、
強

い
姿
勢
で
対
応
に
当
た
り

ま
す
。

▲石岡市合併 10 周年ロゴマーク。
　20 周年に向けて新しいものが検討

されている
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※
各
記
事
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
、
質
問
者
ご
と
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

新
に っ た

田　　茜
あかね

次
々
上
が
る
施
設
建
設
計
画　

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

と
の
整
合
性
は

平
成
29
年
３
月

に
、
全
て
の
公
共

施
設
を
対
象
と
し
た
石
岡

市
公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
が
策
定
さ
れ
ま
し

た
。
計
画
で
は
40
年
間
で

施
設
総
量
20
％
減
と
示
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
現
在
ま

で
の
達
成
状
況
を
伺
い
ま

す
。

　

計
画
に
は
、
今
後
さ
ら

に
扶
助
費
関
係
が
伸
び
、

歳
出
に
占
め
る
ウ
エ
ー
ト

が
高
く
な
る
こ
と
、
そ
の

一
方
で
生
産
年
齢
人
口
が

半
分
と
な
り
、
歳
入
が
減

り
、
特
に
市
税
の
大
幅
な

減
少
が
想
定
さ
れ
る
と
示

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
想
定
を
し
な
が
ら

も
、
逆
行
す
る
よ
う
な
施

設
建
設
の
計
画
が
次
々
に

上
が
っ
て
い
る
よ
う
に
思

い
ま
す
。
今
後
石
岡
市
で

は
、
小
中
学
校
再
編
と
か

複
合
文
化
施
設
と
か
、
大

き
な
事
業
が
控
え
て
い
る

状
況
で
す
。
そ
の
よ
う
な

将
来
推
計
が
あ
る
中
、
こ

の
ま
ま
箱
物
事
業
を
進
め

て
よ
い
の
か
。
計
画
に
示

さ
れ
て
い
る
内
容
を
改
め

て
読
み
取
り
、
施
策
の
優

先
順
位
を
整
理
し
て
い
く

べ
き
と
考
え
ま
す
。
公
共

施
設
の
在
り
方
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
伺
い

ま
す
。　
　
　

令
和
６
年
度
現
在

の
行
政
財
産
及
び

普
通
財
産
の
施
設
保
有
面

積
は
、
25
万
２
１
５
２
・

57
平
米
で
、
策
定
時
点
よ

り
１
万
８
８
７
０
・
24
平

米
、
６
・
96
％
減
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
数
値
の

要
因
で
す
が
、
市
民
会
館

の
廃
止
や
小
学
校
の
統

合
、
小
幡
地
区
公
民
館
、

八
郷
南
中
学
校
な
ど
の
売

却
に
よ
り
減
少
と
な
っ
た

こ
と
で
す
。

　

公
共
施
設
の
一
番
の
目

的
と
し
て
は
、
様
々
な
市

民
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
な

が
ら
、
良
質
な
公
共
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
が

重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
箱
物
等
を
つ
く

る
に
当
た
っ
て
は
財
源
が

必
要
で
、
市
の
財
政
に
も

限
り
が
あ
り
ま
す
。
一
気

に
全
部
つ
く
る
と
い
う
こ

と
は
当
然
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
議
員
ご
指
摘
の
と
お

り
優
先
順
位
を
つ
け
、
バ

ラ
ン
ス
を
考
え
、
選
択
し

て
検
討
し
な
が
ら
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
提
供
、
持
続
可

能
な
財
政
運
営
、
そ
う

い
っ
た
も
の
を
見
極
め
て

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

ま
す
。

川
かわ

井
い

　幸
こういち

一

人
口
減
少
に
立
ち
向
か
う
た

め
に　

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

施
策
を

人
口
減
少
に
合
わ

せ
た
ま
ち
づ
く

り
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
住

環
境
、
公
共
施
設
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
等
は
ど
う
な
っ

て
い
く
の
か
伺
い
ま
す
。

石
岡
市
に
住
ん
で
も
ら
う

施
策
を
進
め
る
上
で
は
、

同
等
の
施
策
で
は
な
く
、

突
出
し
た
施
策
、
魅
力
あ

る
も
の
を
打
ち
出
す
、
そ

れ
を
１
つ
と
は
言
わ
ず
重

ね
る
こ
と
で
、
生
き
て
く

る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
人
口
減
少
を
前
提

に
過
大
な
投
資
に
な
ら
な

い
よ
う
注
意
を
払
い
な
が

ら
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
縮

小
し
な
い
、
そ
の
バ
ラ
ン

ス
を
失
わ
ず
進
め
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

　

毎
回
議
会
で
提
言
し
て

い
る
公
共
交
通
の
充
実
、

６
次
産
業
化
、
教
育
環
境

の
整
備
等
、
全
て
が
人
口

減
少
対
策
、
将
来
の
ま
ち

づ
く
り
に
つ
な
が
り
、
既

存
の
資
源
を
有
効
活
用
す

る
施
策
で
す
。
真
摯
に
受

け
止
め
、
少
し
で
も
具
体

化
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

将
来
を
見
据
え
、
人
口
減

少
に
ど
の
よ
う
に
立
ち
向

か
う
か
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
を

す
る
の
か
、
市
長
に
考
え

を
伺
い
ま
す
。

コ
ン
パ
ク
ト
・
プ

ラ
ス
・
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
型
の
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
す
も
の
と
し
て
策

定
し
た
石
岡
市
立
地
適
正

化
計
画
に
よ
り
、
市
街
地

を
中
心
に
都
市
機
能
施
設

の
維
持
・
充
実
等
に
よ
る

魅
力
的
な
空
間
づ
く
り
を

行
い
な
が
ら
、
都
市
部
と

田
園
空
間
と
の
連
携
、
機

能
を
分
担
す
る
こ
と
を
目

指
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
人
口
減
少
を
前
提
に

過
大
な
投
資
と
な
ら
な
い

よ
う
に
注
意
を
払
い
な
が

ら
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
縮

小
し
過
ぎ
な
い
よ
う
、
バ

ラ
ン
ス
を
取
り
な
が
ら
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
ま
す
。

　

ご
指
摘
の
と
お
り
、
人

口
減
少
問
題
は
、
当
市
喫

緊
の
課
題
と
し
て
施
策
を

実
施
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
認
識
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
出
生
率
の

向
上
と
移
住
推
進
を
２
本

柱
と
し
て
政
策
パ
ッ
ケ
ー

ジ
化
し
施
策
を
展
開
し
、

前
例
に
と
ら
わ
れ
ず
様
々

な
課
題
に
取
り
組
み
、
あ

ら
ゆ
る
世
代
に
選
ん
で
も

ら
え
る
魅
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

公共施設等の総合的な管理に
関する５つの基本方針
①計画的保全による長寿命化

の推進
②施設保有量の最適化
③地区ごとの特性とニーズに

応じた施設再編
④まちづくりと連動したマネ

ジメントの推進
⑤資産の有効活用
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※
各
記
事
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
、
質
問
者
ご
と
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

髙
たか

野
の

　　要
かなめ

現
在
、
石
岡
市
で

は
都
市
計
画
税
を

課
税
し
て
い
ま
す
が
、
都

市
計
画
税
と
は
ど
の
よ
う

な
目
的
の
税
な
の
か
、
ま

た
、
課
税
し
て
い
る
エ
リ

ア
を
伺
い
ま
す
。
次
に
、

都
市
計
画
税
は
ど
の
よ
う

な
も
の
に
使
わ
れ
て
い
る

の
か
伺
い
ま
す
。

　

市
街
化
区
域
の
人
は
多

く
税
金
を
払
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
そ
の
恩
恵

を
受
け
て
い
る
と
は
考
え

ら
れ
ま
せ
ん
。
い
ま
だ
に

市
街
化
区
域
で
道
路
の
整

備
や
修
繕
も
ま
ま
な
ら
な

い
、
ほ
か
の
市
内
の
地
域

で
は
ど
ん
ど
ん
整
備
が
進

ん
で
い
る
。
こ
れ
で
市
民

の
理
解
が
得
ら
れ
る
と
思

い
ま
す
か
。
使
い
方
に
納

得
で
き
な
い
か
ら
不
公
平

が
生
ま
れ
る
わ
け
で
す
。

で
あ
れ
ば
、
納
得
で
き
る

よ
う
な
課
税
を
す
る
、
で

き
な
け
れ
ば
課
税
を
し
な

い
の
２
つ
に
私
は
分
か
れ

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
ぜ
ひ
市
長
に
は
こ

の
不
公
平
と
思
わ
れ
る
よ

う
な
税
に
対
し
て
真
摯
に

取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い

と
思
い
ま
す
。

都
市
計
画
税
は
、

地
方
税
法
及
び
石

岡
市
都
市
計
画
税
条
例
に

基
づ
き
、
市
が
行
う
都
市

計
画
事
業
や
土
地
区
画
整

理
事
業
に
必
要
な
費
用
に

充
て
る
た
め
の
目
的
税
で

す
。
当
市
に
は
石
岡
都
市

計
画
区
域
と
八
郷
都
市

計
画
区
域
が
あ
り
、
そ
の

う
ち
、
石
岡
都
市
計
画
区

域
の
市
街
化
区
域
内
の
土

地
・
家
屋
に
課
税
し
て
い

ま
す
。
使
途
で
す
が
、
令

和
４
年
度
の
実
績
で
は
、

都
市
計
画
事
業
推
進
の

た
め
の
計
画
策
定
等
の
経

費
、
公
共
下
水
道
事
業
会

計
へ
の
繰
出
金
、
街
路
事

業
、
公
園
事
業
、
街
路
・

都
市
公
園
・
駅
周
辺
整
備
・

石
岡
駅
等
土
地
区
画
整
理

事
業
に
充
て
た
市
債
の
償

還
費
に
充
当
し
た
も
の
で

す
。

　

都
市
計
画
税
は
、
当
市

の
都
市
計
画
事
業
を
支
え

る
貴
重
な
財
源
と
な
っ
て

い
ま
す
。
一
方
で
、
課
税

対
象
は
市
内
の
一
部
区
域

で
あ
り
、
結
果
と
し
て
地

域
間
の
差
が
生
じ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
い
う
ご

指
摘
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

様
々
な
ご
意
見
が
あ
る
も

の
と
承
知
し
て
い
ま
す
の

で
、
皆
様
の
ご
意
見
を
伺

い
な
が
ら
、
都
市
計
画
税

の
在
り
方
に
つ
い
て
、
今

後
適
切
に
判
断
し
て
い
き

た
い
と
考
え
ま
す
。

市
街
化
区
域
に
課
税
さ
れ
る

都
市
計
画
税　

市
民
の
理
解

が
得
ら
れ
る
の
か

玉
たまづくり

造　由
よし

美
み

Ｈ
Ｐ
Ｖ
（
ヒ
ト
パ

ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル

ス
）
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
推

進
に
つ
い
て
、
令
和
６
年

に
27
歳
に
な
る
キ
ャ
ッ
チ

ア
ッ
プ
世
代
に
対
す
る
定

期
接
種
の
無
料
接
種
が
令

和
７
年
３
月
に
終
了
す
る

た
め
、
石
岡
市
の
今
後
の

対
応
を
伺
い
ま
す
。

　

現
在
、
県
内
で
も
龍

ケ
崎
市
に
続
き
水
戸
市

で
、
令
和
６
年
度
よ
り
男

性
へ
の
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン

接
種
補
助
が
ス
タ
ー
ト
し

た
と
聞
い
て
ま
す
。
男
性

が
接
種
す
る
こ
と
は
パ
ー

ト
ナ
ー
の
命
と
健
康
を
守

る
こ
と
に
つ
な
が
る
こ
と

か
ら
、
男
性
へ
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
も
大
事
な
も
の
と

考
え
ま
す
。
男
女
共
に
関

係
す
る
予
防
注
射
で
す
の

で
、
女
子
だ
け
定
期
接
種

で
無
料
、
男
子
は
任
意
接

種
で
実
費
と
い
う
よ
う
な

こ
と
は
、
男
女
平
等
か
ら

外
れ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

考
え
か
ら
も
外
れ
て
い
ま

す
。
当
市
と
し
て
、
男
子

へ
の
接
種
費
用
の
補
助
を

す
る
考
え
に
つ
い
て
、
市

長
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

今
年
度
は
キ
ャ
ッ

チ
ア
ッ
プ
接
種
の

対
象
と
な
る
未
接
種
の

方
２
２
０
０
名
程
度
に
対

し
、
再
度
通
知
を
発
送
し

ま
す
。
な
お
、
発
送
時
期

は
、
前
回
の
令
和
６
年
２

月
か
ら
期
間
を
鑑
み
、
６

月
か
ら
７
月
を
予
定
し
て

ま
す
。
そ
の
ほ
か
に
も
、

市
報
へ
記
事
を
掲
載
す
る

と
と
も
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
、
デ
ジ
タ

ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
等
を
活
用

し
周
知
し
て
い
き
ま
す
。

来
年
度
以
降
接
種
し
た
場

合
、
接
種
を
完
了
す
る
た

め
に
５
万
円
か
ら
８
万
円

程
度
の
自
己
負
担
が
生
じ

る
こ
と
か
ら
、
接
種
を
希

望
す
る
方
が
今
年
度
内
に

接
種
を
完
了
で
き
る
よ
う

積
極
的
な
周
知
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

　

男
女
平
等
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
観
点
か
ら
、
女
性
に
だ

け
で
は
な
く
、
男
性
に
も

必
要
性
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
課
題

及
び
対
応
策
を
関
係
部
署

で
整
理
し
た
上
、
市
独
自

で
補
助
が
で
き
な
い
か
検

討
を
指
示
し
ま
す
。

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
キ
ャ
ッ

チ
ア
ッ
プ
接
種
事
業

今
後
の
対
応
は

◀︎厚生労働省 HP
　詳しくはこちら
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動　画

動　画

※
各
記
事
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
、
質
問
者
ご
と
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

村
むらかみ

上　泰
やすみち

道

歴
史
的
資
源
を
生
か
し
た
ま

ち
づ
く
り
に
対
す
る
市
長
の

見
解
は

石
岡
市
観
光
振
興

計
画
の
基
本
理
念

に
は
、
常
世
の
国
と
の
出

会
い
を
通
じ
て
、
訪
れ
る

人
々
に
喜
び
と
感
動
と
満

足
を
提
供
す
る
と
掲
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。
伊
勢
神

宮
や
太
宰
府
天
満
宮
な

ど
、
大
き
な
基
軸
に
な
る

と
こ
ろ
に
は
参
道
整
備
と

そ
こ
に
日
々
集
う
人
々
の

姿
が
見
ら
れ
ま
す
。
石
岡

の
観
光
客
数
に
お
い
て
最

大
コ
ン
テ
ン
ツ
が
常
陸
国

総
社
宮
大
祭
、
も
ち
ろ
ん

そ
こ
の
大
本
は
総
社
宮
で

あ
り
、
ま
ち
を
盛
り
上
げ

る
１
つ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
と

し
て
活
用
し
、
参
道
や
通

り
沿
い
の
空
き
家
を
市
が

借
り
上
げ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ

シ
ョ
ッ
プ
の
よ
う
な
取
組

を
し
て
は
ど
う
か
と
考
え

ま
す
が
、
見
解
を
伺
い
ま

す
。

　

町
な
か
の
人
の
回
遊
づ

く
り
は
市
長
に
と
っ
て
課

題
の
１
つ
だ
と
思
い
ま

す
。
周
遊
で
き
る
ポ
イ
ン

ト
を
１
つ
で
は
な
く
幾
つ

も
置
く
こ
と
で
、
町
な
か

に
人
が
回
遊
す
る
仕
組
み

づ
く
り
が
で
き
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
が
、

見
解
を
伺
い
ま
す
。

中
心
市
街
地
エ
リ

ア
に
つ
い
て
は
、

石
岡
の
お
ま
つ
り
を
は
じ

め
と
し
た
雛
め
ぐ
り
や
看

板
建
築
、
神
社
仏
閣
、
史

跡
、
歴
史
文
化
な
ど
、
石

岡
独
自
の
観
光
資
源
を
有

し
て
い
ま
す
。
歴
史
的
観

光
資
源
を
生
か
し
た
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
他

市
に
は
な
い
地
域
資
源
を

保
護
、
活
用
し
な
が
ら
石

岡
な
ら
で
は
の
空
間
を
創

出
し
て
い
き
た
い
と
考
え

ま
す
。

　

行
政
だ
け
で
は
な
く
市

民
の
皆
様
、
様
々
な
団
体

の
皆
様
と
連
携
や
協
力
を

し
な
が
ら
、見
て
楽
し
む
、

体
感
し
て
楽
し
む
、
そ
う

い
っ
た
観
光
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と

に
よ
っ
て
、
中
心
市
街
地

の
活
性
化
や
地
域
の
に
ぎ

わ
い
創
出
を
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
議

員
ご
提
案
の
様
々
な
ア
イ

デ
ア
を
参
考
に
し
な
が

ら
、
に
ぎ
わ
い
あ
る
ま
ち

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。▲石岡のおまつりの様子

　毎年 3 日間で約 50 万人が訪れる

富
とみ

田
た

　雅
まさ

史
し

マ
ッ
チ
ン
グ
ア
プ
リ
の
活
用　

時
代
の
ニ
ー
ズ
に
合
う
出
会

い
の
場
の
創
出
を

令
和
６
年
度
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
結
婚
支
援
事

業
に
お
い
て
、
マ
ッ
チ
ン

グ
ア
プ
リ
の
利
用
に
対
し

て
補
助
と
あ
り
ま
す
が
、

ど
の
よ
う
な
基
準
で
補
助

を
行
っ
て
い
く
の
か
伺
い

ま
す
。
ま
た
、
他
自
治
体

の
状
況
を
確
認
し
た
と
こ

ろ
、
補
助
で
は
な
く
マ
ッ

チ
ン
グ
ア
プ
リ
事
業
者
と

協
定
を
締
結
し
て
い
る
自

治
体
が
見
受
け
ら
れ
ま
し

た
が
、
石
岡
市
と
し
て
は

協
定
を
締
結
す
る
こ
と
で

は
な
く
、
補
助
事
業
と
し

て
制
度
設
計
し
た
理
由
を

伺
い
ま
す
。
マ
ッ
チ
ン
グ

ア
プ
リ
を
活
用
し
た
婚
活

に
つ
い
て
は
、
時
代
の

ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
対
応
だ

と
思
う
の
で
、
引
き
続
き

事
業
を
進
め
て
い
た
だ
き

た
い
。

　

ま
た
、
実
際
に
会
っ

て
話
せ
る
場
の
創
出
は
、

マ
ッ
チ
ン
グ
ア
プ
リ
で
の

出
会
い
よ
り
一
歩
進
ん
で

目
的
が
明
確
で
あ
る
た

め
、
婚
活
と
し
て
有
効
で

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
実

績
と
今
後
の
予
定
を
伺
い

ま
す
。

補
助
基
準
は
、
市

内
に
住
所
を
有
す

る
18
歳
以
上
の
独
身
者

で
、
マ
ッ
チ
ン
グ
ア
プ
リ

の
ほ
か
、
い
ば
ら
き
出
会

い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
な

ど
の
登
録
料
及
び
利
用
料

を
助
成
す
る
も
の
で
す
。

補
助
対
象
の
マ
ッ
チ
ン
グ

ア
プ
リ
事
業
者
は
、
特
定

非
営
利
活
動
法
人
結
婚
相

手
紹
介
サ
ー
ビ
ス
業
認
証

機
構
が
認
定
す
る
Ⅰ
Ｍ
Ｓ

認
証
マ
ー
ク
を
取
得
し
て

い
る
事
業
者
で
す
。
補
助

の
申
請
期
間
は
、
令
和
７

年
２
月
28
日
ま
で
、
交
付

額
は
上
限
１
万
１
０
０
０

円
、
県
の
登
録
の
際
に
は

補
助
率
１
０
０
％
の
補
助

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
当

市
と
し
て
は
、
利
用
者
の

ニ
ー
ズ
に
幅
広
く
対
応
す

る
旨
を
鑑
み
、
今
回
補
助

を
行
う
事
業
と
し
た
と
こ

ろ
で
す
。
マ
ッ
チ
ン
グ
ア

プ
リ
事
業
者
と
の
協
定
に

つ
い
て
は
、
相
乗
効
果
も

期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
、

調
査
研
究
し
て
い
き
ま

す
。

　

出
会
い
の
場
の
創
出
に

つ
い
て
は
、
昨
年
度
は
県

等
と
共
催
の
下
、
２
回
の

ふ
れ
あ
い
パ
ー
テ
ィ
ー
を

開
催
を
し
た
と
こ
ろ
で

す
。
本
年
度
の
ふ
れ
あ
い

パ
ー
テ
ィ
ー
等
の
予
定
で

す
が
、
３
回
程
度
の
開
催

を
予
定
し
て
い
ま
す
。



一般質問

18いしおか市議会だより　第92号
令和6年9月1日　発行

動　画

動　画

※
各
記
事
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
、
質
問
者
ご
と
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

鈴
すず

木
き

　将
まさふみ

史

災
害
時
応
援
協
定
を
充
実
さ

せ
、
安
心
し
て
住
み
続
け
ら

れ
る
ま
ち
づ
く
り
を

石
岡
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
開
さ

れ
て
い
る
災
害
時
応
援
協

定
に
つ
い
て
は
、
締
結
か

ら
15
年
近
く
経
過
し
て
い

る
も
の
が
あ
り
、
協
定
内

容
等
の
見
直
し
や
締
結
先

と
の
情
報
共
有
を
し
っ
か

り
と
続
け
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
が
、
令
和
６
年
度

の
災
害
時
応
援
協
定
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
な
取
組

を
考
え
て
い
る
の
か
伺
い

ま
す
。

　

生
活
に
は
衣
食
住
が
大

切
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
食
の
分
野
で
の
協
定

が
十
分
で
は
な
い
の
か
な

と
感
じ
ま
し
た
。
茨
城
県

や
大
洗
町
が
日
本
キ
ッ
チ

ン
カ
ー
経
営
審
議
会
と
避

難
所
に
お
け
る
炊
き
出
し

の
実
施
に
つ
い
て
の
協
定

を
締
結
し
た
よ
う
に
、
避

難
所
等
で
の
炊
き
出
し
、

い
わ
ゆ
る
温
か
い
食
事
の

提
供
に
関
す
る
分
野
で
の

協
定
を
検
討
し
て
み
て
は

ど
う
か
と
思
い
ま
す
が
、

協
定
締
結
の
可
能
性
に
つ

い
て
見
解
を
伺
い
ま
す
。

今
年
度
の
取
組
で

す
が
、
昨
年
６
月

の
大
雨
、
ま
た
、
能
登
半

島
地
震
な
ど
の
課
題
を
踏

ま
え
て
、
ど
う
い
っ
た
分

野
が
市
民
生
活
を
維
持
す

る
上
で
重
要
な
の
か
を
改

め
て
精
査
し
て
、
例
年
同

様
、
市
民
生
活
の
安
心
に

つ
な
が
る
３
件
か
ら
４
件

の
事
業
者
と
協
定
締
結
が

で
き
れ
ば
と
考
え
ま
す
。

　

食
料
品
の
関
係
で
は
、

株
式
会
社
カ
ス
ミ
、
米
や

野
菜
な
ど
の
調
達
が
可
能

な
新
ひ
た
ち
野
農
協
及
び

や
さ
と
農
協
と
協
定
を
締

結
し
て
い
ま
す
。

　

大
規
模
な
災
害
に
よ
っ

て
避
難
所
生
活
が
長
期
化

す
れ
ば
、
心
身
と
も
に
疲

れ
を
感
じ
て
く
る
た
め
、

温
か
い
食
事
の
提
供
に
よ

り
心
の
ケ
ア
に
つ
な
が
る

と
思
い
ま
す
の
で
、
茨
城

県
等
の
情
報
を
参
考
に
し

な
が
ら
、
議
員
ご
提
案
の

と
お
り
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー

と
の
協
定
の
締
結
を
前
向

き
に
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

飯
いいむら

村　一
かず

夫
お

清
掃
業
務
の
競
争

入
札
の
条
件
に
、

市
内
本
店
２
年
以
上
経

過
、
石
岡
市
、
国
ま
た
は

ほ
か
の
公
共
団
体
が
発
注

し
た
業
務
を
元
請
と
し

て
５
件
以
上
完
了
さ
せ
た

実
績
を
有
す
る
者
と
あ
り

ま
す
が
、
こ
れ
で
は
一
般

の
方
が
参
加
で
き
な
い
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
最
近

教
育
委
員
会
所
管
で
取
下

げ
の
案
件
が
あ
り
ま
し
た

が
、
令
和
５
年
度
の
入
札

不
調
の
件
数
、
そ
の
原
因

と
対
策
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

　

市
長
は
、
地
元
企
業
に

市
の
仕
事
を
請
け
負
う
だ

け
で
な
く
市
外
で
も
活
躍

で
き
る
よ
う
成
長
し
て
ほ

し
い
、
地
元
企
業
の
育
成

に
つ
な
が
る
入
札
制
度
を

つ
く
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
言
っ
て
い
ま
す
。
清

掃
業
務
の
入
札
に
つ
い
て

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
伺
い
ま
す
。　
　
　

入
札
参
加
条
件
は

個
別
案
件
ご
と
に

業
務
の
品
質
確
保
が
さ
れ

る
よ
う
必
要
な
要
件
を
設

定
し
て
お
り
、
今
後
も
品

質
確
保
と
円
滑
な
業
務
履

行
が
図
れ
る
よ
う
、
適
正

な
入
札
条
件
の
設
定
に
努

め
ま
す
。
教
育
委
員
会
所

管
で
の
取
下
げ
は
設
計
書

等
の
不
備
に
よ
る
も
の

で
、
今
後
こ
の
よ
う
な
こ

と
が
な
い
よ
う
適
正
な
業

務
執
行
に
努
め
て
い
き
ま

す
。
令
和
５
年
度
一
般
競

争
入
札
の
入
札
不
調
件
数

は
21
件
、
原
因
は
取
り
お

り
や
、
全
て
の
者
が
最
低

制
限
価
格
未
満
で
あ
っ
た

こ
と
な
ど
で
す
。
入
札
不

調
対
策
と
し
て
は
、
早
期

発
注
が
最
も
効
果
的
で
、

発
注
時
期
の
周
知
も
重
要

だ
と
考
え
ま
す
。

　

地
元
企
業
の
育
成
に
つ

い
て
は
、
業
者
選
定
に
関

す
る
規
定
に
基
づ
き
市
内

業
者
を
優
先
し
工
事
業
務

及
び
物
品
等
を
発
注
し
て

い
ま
す
。
昨
年
度
か
ら
実

施
し
て
い
る
地
元
企
業
と

の
意
見
交
換
会
な
ど
、
業

界
の
皆
様
の
意
見
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
市
内
事
業

者
が
安
心
し
て
受
注
で
き

る
体
制
を
つ
く
っ
て
い
き

ま
す
。

地
元
企
業
の
育
成
に
つ
な
が

る
入
札
制
度
を

R5 一般競争入札
入札不調件数内訳　　計 21 件

建設工事 7件

建設コンサルタント
業務等 1件

役務の提供等 13件

▲石岡市防災・危機管理ポータルサイト
　協定の締結状況についてはこちら

災害時応援協定
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常任委員会の活動
　石岡市議会には３つの常任委員会が置かれており、各委員会は、担当する部門に関する市の業
務内容の調査や、議案と請願・陳情の審査などを行っています。委員会は議会の閉会中も開催し
ており、積極的な議論が交わされています。
　ここでは、最近の委員会において議論された主な内容をご紹介します。

総務企画委員会

文教厚生委員会

産業建設委員会

　６月18日に開催した委員会では、シティプロモー
ションの推進に関して、令和７年度版石岡市暮らし
の便利帳について報告がありました。３年おきに発
行している便利帳を、今回は令和７年２月の発行を
目指し、市民の生活に役立つ行政情報ガイドに加え、
市の名所・特産品等も掲載し、より石岡を身近に感
じられる便利帳を作成していくとの説明がなされま
した。委員からは、発行・配布のほかにインターネッ
ト等経由の閲覧も便利であるため、拡充に向け業者
と協議を進めてほしいといった意見がありました。
　また、石岡市公式マスコットキャラクター総選挙

　令和６年第１回定例会において、公共施設の予約
が取りづらい状況の改善を求める「公共施設の予約
に関する陳情」が採択されたことを受け、予約方法
の見直しの検討を行っていた執行部。６月 17 日開
催の委員会では、見直しの方針について説明があり
ました。
　これまで、勤労青少年ホーム、石岡海洋センター、
公民館の予約方法は、窓口でのみ、毎月１日に翌月
末までの日の予約を受け付ける方式でしたが、令和
６年９月１日から、❶電話での予約を追加、❷一日
一日のスライド方式で利用日の３か月前（中央公民

　６月19日に開催した当委員会では、一般会計補
正予算や上曽トンネル整備に係る工事委託契約など、
付託された議案６件の審査を行い、すべて原案可決
すべきものと決しました。
　当日は提出された陳情と石岡駅周辺整備事業に関
する所管事務の調査に伴い、委員派遣による現地調
査を行いました。提出された陳情に係る交差点の交
通状況など現地を確認し、委員会において審査を行
いました。また、７月に供用開始されるスケートボー
ドパークの現地を視察しました。なお、委員会での
石岡駅周辺整備事業に関する説明のうち、国分町ポ

シティプロモーションの推進

公共施設の予約方法の見直し

駅周辺現地視察実施

の結果について報告がありまし
た。結果として、ししまる君が
１位となり、着ぐるみ作製に向
け準備を進め、合併 20 周年記
念式典でのお披露目を目指して
いくとの説明がありました。委
員からは、臨機応変に、市と観
光協会で着ぐるみの共有をして
ほしいといった意見がありまし
た。

館大講堂は５か月前）から予約可能、❸窓口に予約
希望者が並んだ場合には、先着順ではなく抽選を実
施する、との方針が示されました。委員からは、施
設の空き状況につい
て電話するまで分か
らない点について指
摘 が あ り、 事 前 に
ホームページで確認
できるようにしてほ
しい旨の意見が出さ
れました。　

ケットパークの整備については、まちなか周遊等の
休憩所として、市外からの来訪者や散歩する方々が
利用することを想定
しているとの説明が
あり、委員からは、
交通量が多い道路に
面しているため安全
面と隣接する住宅へ
の配慮をお願いした
いなどの意見があり
ました。

▲2021年版
　くらしの便利帳

▲石岡海洋センター

▲石岡スケートボードパーク



月　日 内　　容 場　所 中継

8月27日㈫ 開会日（議案の提案
理由説明など） 本会議場 ○

9月  2日㈪ 一般質問 本会議場 ○

9月  3日㈫ 一般質問 本会議場 ○

9月  4日㈬ 一般質問 本会議場 ○

9月  5日㈭ 議案質疑 本会議場 ○

9月  6日㈮ 文教厚生委員会 委員会室

9月  9日㈪ 総務企画委員会 委員会室

9月10日㈫ 産業建設委員会 委員会室

9月11日㈬ 複合文化施設建設特別
委員会、議会運営委員会

全　　員
協議会室

9月12日㈭ 閉会日（議案の採決
など） 本会議場 ○

第３回定例会の予定
編集後記

　令和 6 年第 2 回定例会は、谷島市長の 2 期目の任
期がスタートしてから初めての定例会となりました。
改めて表明された市長の所信に対し、5 会派が代表
質問を実施し、2 期目の市政をどのように進めてい
くか、また、政策の詳細や意気込みについてを問い、
様々な議論が行われました。その模様は、インター
ネット中継映像でもご確認いただけますので、ぜひ
ご覧いただき、市政及び議会への関心を深めていた
だければと思います。
　議案質疑や常任委員会でも様々な意見が交わされ
た「包括施設管理業務委託」など、新しくスタート
する事業も数ある中で、議会としてのチェック機能
を十分果たせるよう、努めていきたいと考えます。
　今後も、市民の皆様のご意見をより反映できるよ
う、身近な市議会を目指してまいりますので、ご理
解とご協力をよろしくお願い申し上げます。（中根）

●議会広報委員会
委員長　川井　幸一　　副委員長　新田　　茜
委　員　小松　豊正　　委　員　谷田川　泰
委　員　飯村　一夫　　委　員　中根　淳一

環境にやさしい植物油インキを使用しています。

　「いしおか市議会だより」は、紙媒体での配布やホームページへの掲載とあわせ、10 言語翻訳や
音声読み上げ機能を持つ「カタログポケット（カタポケ）」と、県内自治体の広報紙などが集約さ
れた「ibaraki ebooks（イバラキイーブックス）」でデジタルブック配信しています。スマートフォ
ンやタブレットなどで、ぜひアクセスしてみてください！
※デジタルブック配信は、発行日からおおむね１週間以内に行っています。
※アプリ本体の利用は無料。ダウンロードや閲覧に必要な通信費は利用者負担となります。

▲カタログポケット ▲ ibaraki ebooks

いしおか市議会だより、
デジタルブック配信中！

　石岡市議会では、議員の資質向上を図ること
を目的に、議員研修会を開催しています。
　近年のハラスメント防止を重視する社会情
勢、全国的な流れがある中で、4 月には、全国
の地方議会議員のコンプライアンスの意識向上
に資するため、全国市議会議長会、全国都道府
県議会議長会及び全国町村議会議長会の議会三
団体が、ハラスメント防止に係る研修動画を共
同作成した旨とその活用についての案内があり
ました。
　今回の研修はその動画を視聴する形式で行
い、出席した議員は説明に熱心に耳を傾け、今
後のハラスメント防止に向けての一助となる有
意義なものとなりました。

ハラスメント防止研修を
実施しました

議会研修会

研修会の様子


